自由執筆

韓国で見た｢異能集団のエッセイ集｣
新井宏

韓国の国立慶尚大学にはかなり立派な図書館がある。韓国ばかりでなく中国や日本の図書もそろえていて、在韓中はそこで過ごすことが多い。

そんなある日「異能集団のエッセイ集」というタイトルが目にとびこんできた。『歴史と遊ぶ愉しみ』ともある。韓国書と一緒にならべられ、表紙カバーがはずされているので、見慣れた外見と異なるが間違いなく我らの史遊会発行のものである。

図書館が独自に購入するような本ではない。しかし寄贈した記憶もない。

理由はすぐにわかった。奥付のページに外谷正之さんのお名前があった。日付を見ると、私が韓国に通い始めた頃である。

もともと慶尚大學との縁が生まれたのは外谷さんのおかげである。平成五年、史遊会に入って間もなく、韓国の芸大とも言うべき弘益大學の大学院で陶芸専攻を終えて帰国したばかりの外谷さんにお目にかかった。定年を待ちかねて韓国にわたり陶芸を修めてきた外谷さんの人生に、強烈な刺激を受け、韓国行きへの夢を育んだ。

そして平成十二年初夏。妻とチェコやハンガリーに遊んで帰国すると、外谷さんからの手紙が届いていた。慶尚大学で講演をしませんかというお誘いで、それには履歴書が必要なので送るようにとあった。

ここで事前にハングルで履歴書を準備していたことが役立った。そこには、金属工学ではちょっとした勲章を持っているとか、企業での研究開発や経営にも経験があるとか、著書が韓国でも翻訳されているとか、韓国語もある程度できるとか等々、自己宣伝を盛り込んでおいたのである。そして、学生たちに金属工学を教えながら、古代史や考古学の研究をする機会が与えられれば、この上ない幸いだと付け加えておいた。

これに反応して下さったのが故姜東湖先生である。先生は慶尚大學の法科大学長を歴任され、学内に日本文化研究所を創立された方で、結婚式の主禮(仲人)を800組も務めた人望家であった。

外谷さんは、史遊会通信57号(平成10年)において、その姜先生から伺った話として、石井高暁のことを「晋州の土となった葉隠」として紹介している。

大正末期、晋州市から道庁を移転する計画が持ち上がっていた。これに対し韓日の市民達は石井高暁を代表として、天皇直訴を含む大反対運動を繰り広げたが、結局釜山への移転が決まってしまった。石井高暁は責任をとって自殺してしまう。これを悼み晋州市は、前例のない市民葬で二万の市民が葬列を見送ったという。

それから七十年後、姜先生は石井高暁の殉義を忘れずに、共同墓地にあった遺骨を分け、生れ故郷の太良町に届けている。姜先生は石井高暁の孫たちと親交があった。

ところで、石井高暁の孫たち六人は全員医者になったという。母親の石井ナカが医者であった亡夫の遺志を守り、苦難の引揚げ生活の中で育て上げた偉業で、それが昭和三十六年NHKで紹介された。その番組が契機になり、晋州市引揚げ者による晋州会が結成され、爾後三十七年。

姜先生も主要メンバーであったが、鬼籍に入る会員も多くなり、今年の熱海大会で幕を引くことになった。姜先生の居ない晋州会であり、私は部外者であるが、六月九日の会合には参加させてもらう予定でいる。







